
国道 58 号では通行車両が増えるシーズンとなり、交通事故の増
加が懸念さることから５月７日、おんなの駅において「ゴーヤー
作戦」が行われました。
石川地区交通安全ボランティアの方々や関係者がおんなの駅を

訪れた来客者にゴーヤージュースを配布し、交通事故防止の呼び
かけを行いました。

４月 15 日、故　喜屋原貞雄氏（元喜瀬武原小
中学校校長）が多大な功績を称えられ令和２年９
月に高齢者叙勲を受章したことを受け、妻の喜屋
原紀子氏（恩納出身）が恩納村教育委員会を表敬
し、受章した喜びと現役当時を懐かしむ話で盛り
上がりました。また、紀子氏からは同日、恩納村
教育委員会へ金一封の寄付がありました。
 寄付を受けた當山欽也教育長は「人財育成に

活用させていただきます」と感謝を述べました。

５月 10 日、うんな中学校２年生の玉城豪華
さん、３年生の樋口大弥さんが役場を訪れ、第
26 回九州高等学校・中学校ゴルフ選手権大会
沖縄代表としての出場を報告しました。各県地
区選考会では、玉城さんが女子の部１位、樋口
さんが男子の部３位の成績となっています。
玉城さんは、「自分が持てる限りの力を出だ

したい」と話し、樋口さんは「目標に向かい、
全力でプレーします」と抱負を語りました。

相談日
毎週水曜日　8：30～ 12：00　
( 恩納農業技術支援センター )
第１・３・５金曜日　8：30～ 12：00　
( 恩納農業技術支援センター )
第２・４金曜日　8：30～ 12：00
　( 山田農業技術支援センター )
※午後は現場調査や会議等で外出することがあります。

令和 2 年度の「恩納村サンゴのむらづくり応援基金」への寄付金は
3,667,900 円となり、多くの方にご支援いただきました。ありがとうご
ざいます。
いただいた寄付金の一部を 3 月 5 日サンゴの日に行っている「恩納村

Save The Coral プロジェクト」のサンゴ苗の植え付けや、「ソフトバンク
　恩納村　未来とサンゴプロジェクト」で植え付けたサンゴのモニタリン
グ等に活用させていただきました。
今回の定点観察では目立った死滅箇所はなく、順調に育っていました。

サンゴの日には 350 本のサンゴ苗を植え付け、陸域では赤土流出防止対
策としてグリーンベルト（ベチバー）を畑の周りに植栽し、ビーチでは大
量に流れつく漂着ゴミなどを拾うビーチクリーンを行いました。村民・事
業者から多くのみなさまにご参加いただき、環境保全への関心の高さがう
かがえます。
また、「サンゴの村宣言」のキャラクター Sunna（さんな）ちゃんの LINE スタンプとポーズバリエーショ

ン第 2弾が完成し、可愛らしい表情で「サンゴの村宣言」を PRしています。
みなさんも日頃からゴミの分別、環境負荷が少ない素材、リサイクル素材などでできた商品を購入する、

といった身近なところからできる、脱プラスチックなライフスタイルを取り入れてみましょう。

サンゴ基金寄付金の報告

恩納村農業経営アドバイザーの喜久山守良氏が赴任しました。農業でお困りのことがありましたら、
ぜひご相談ください。

ゴーヤー作戦

恩納村農業経営アドバイザー紹介

人材育成へ寄付 ゴルフ選手権大会入賞報告

お問い合わせ：農林水産課　☎９６６－１２０２

　恩納村観光協会は、サンゴの村宣言の取り組み（サンゴ保全
啓発活動）を「サンナビープロジェクト」と命名し、2018年度
～ 2020年度の関連商品の売り上げの一部 224,145 円を恩納村
サンゴ基金に寄付しました。
　関連商品は、「恩納村オリジナルフレーム切手」、「サンゴに優
しい日焼け止め」、「ミネラルウォーターサンゴにやさ水」に加え、
数量限定の「ワッター (What a) ナイス エコバッグ～ save our 
coral ～」も新たに完成しました。おんなの駅なかゆくい市場や
万座毛周辺活性化施設、恩納村観光協会にて販売しています。
寄付金内訳：恩納村観光協会 127,510 円
　　　　　　(株 ) 琉仁カスタマーサービス 96,635 円 ( 自動販売機サンゴにやさ水販売分 )

お問い合わせ：恩納村観光協会　☎966-2893

サンゴ基金へ寄付
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